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The　second　patient・a50－year・01d　male，　was　treated　surgically　for　colonic　carcinoma．　Two　months

later　he　was　found・upon　examination　of　the　stomach，　to　have　gastric　carcinoma，　and　underwent
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同時性重複癌，消化管，胃癌，直腸癌，横行結腸癌

　　　　　　　　　　はじめに　　　　　家灘’既往歴：特謝べき・となし・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現病歴：昭和48年7月より貧血にて近医で治療をう

　1860年，Bil1「othが重複癌の報告をして以来，診断　　けていた。昭和49年2月より持続性の下痢が出現した

技術の向上や平均寿命の延長などにより，重複癌症例　　ため・同年5月9日当院内科を紹介され精査をうけた。

の報告は増加している。上郷町立高松病院外科では，　　胃内視鏡検査（図1）にて，胃体部小轡側にII　c＋皿

消化管の同時性重複癌を2例経験し，根治手術を施行　　とおもわれる陥凹性病変を認めたため，早期胃癌と診

して良好な結果を得たので着干の文献的考察を加えて　　断し，同年5月31日手術のため当科に入院した。

報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手術：昭和49年6月13日　Billroth　I法による胃切

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　除術を施行した。
　　　　　　　　　症　　　例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘出胃の病理学的所見：腫瘍は，胃体部と幽門部の

症佛　　　　　　　　　獺部で欄上にあり，3．5・3．5、m大のll。であ。た
儲：71歳，雛・　　　　　　（図2）。繊喪学的1・は，糊莫内暇局するEP獅犠
蜥：鋤，下痢・　　　　　　で（図3），リン欄了転移は認めら撫か。た。
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　　　　　　図1　症例1の胃内視鏡像

胃体部小轡側にll　c＋皿の陥凹性病変がみられる（矢印）。

図2　症例1の胃切除標本

　　　腫瘍は3．5×3．5cmのHc

　　　病変である（矢印）。
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図4　症例1の直腸切除標本

　　腫瘍は全周性で限局潰瘍型
　　である（矢印）。
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－　　　’　　’。、　　　ゆ　　　l　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　，

”饗蓼嚢　　羅　　§翻雛．熱垂蕪・薙き垂　　　　、

　　　　　　　　図7　症例2の横行結腸切除標本

腫瘍は，6．8×3．3Cmで，全周性の浸潤潰瘍型である（矢印）。
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鑑

図9　症例2の胃内視鏡像

　　　食道・胃接合部直下に易出

　　　血性の陥凹性病変がみられ

　　　る（矢印）。
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　術後経過：入院中5－FUを合計10，0001ng注射し，　　　　手術：同年11月12日，横行結腸切除術および端々吻

経過良好にて同年7月16日退院した。しかし退院直後　　合術を施行した。

より血便が認められるようになり，持続するため精査　　　摘出結腸の病理学的所見：腫瘍は，6．8×3．3cmで，

したところ・肛門より4・mの部位に隆起性の腫瘤力・認　ほぼ全周性であり浸潤潰瘍型であ。た（図7）。組織学

められ，生検により，組織学的に腺癌であったため昭　　的には，一部粘液変性を伴った高分化腺癌であり，漿

和50年4月8日再入院した。　　　　　　　　　　　　　膜下層にまで達していたが，リンパ節転移は認められ

　手術：昭和50年4月9日，直腸切断術（Miles法）　　なかった（図8）。

を施行した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術後経過：順調であったが，進行性の貧血が認めら

　摘出直腸の病理学的所見：腫瘍はほぼ全周性で，限　　　れたため，同年12月5日，胃内視鏡検査を施行したと

局潰瘍型であった（図4）。組織学的には，固有筋層　　　ころ，食道・胃接合部直下に易出血性の陥凹を伴った

に達する高分化腺癌で，第1群リンパli’b“に転榔認め　病変が認められ（図9），生検ではG・・up，であ。た。

られた（図5）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手術：昭和57年1月8日，胃全摘術を施行し，Roux一

術後経過：入院中・5－FUを合計2・・…mg注射　Y法による食道・空腸吻合御・よ嬉建した。

し・経激好にて洞年7月8腿院した・i星院後・　摘蝟の病群的所見・鵬｝ま喰道．胃接舗の
外来にてFT－207を経口投与し，経過観察中である　　やや肛門側で小轡，前壁よりにあり，3．9×3．2cmの

が，第2癌手轍7年・力脛過し槻在・醗の徴　B・rrman・曜癌であ。た（図1・）。繍学的には，

候はな腱在である・　　　　　　固筋層に謝る季L頭齢鵬で，・・櫛鰍濡
　症例2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　められなかった。　（図11）。

儲：5°歳・男性・　　　　　　術麗過・入院中・K－432船計・4．2K。の號
主訴；血便，下灘不快感・　　　　と，・T－・・7蛤計26，…m。鱒注し，経骸好
家灘゜鵬歴：特言己すべき・となし・　　　のため同年・月・腿院した．退撒，外来V．てFT．

現病歴：昭和56年8脹よb・ML便および下li夏部不快　・・7とPSKの経暇与と，・K．432の雛を施行

感が出肌たため謀内科にて髄を受けたが隈常　し経過enec中であるが，第・癌手術後、、胡髄した

なしといわれた。その後症状が持続するため，同年10　　現在，再発の徴候もなく健在である。

月27日当科で注腸X線検査を施行したところ，横行結

腸の左結腸曲寄りにapPle　core　signが認められた　　　　　　　　　　考　　　察

（図6）ため横行結慌と診断し・11月4時術のた　Bil1…h鍾饒を報告して以来，本症に関して今

め当科に入院した・　　　　　　　日まで比較的多くの報告1）－13）がされている．重複癌の
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定義は，W・rrenとG・t・・1）の言己載による定義が現在　｛甥」では・男性にやや多く3）4），年齢では70歳以上の

一般的に用いられている。すなわち，①各腫瘍は一定　　高齢者に多いようである3）12）。われわれの症例では，

の悪性像を有すること，②それぞれ別個のものが離れ　　2例とも男性であり，1例は71歳で，ほかの1例は50

て存在すること，③1つの腫瘍がほかの腫瘍の転移で　　歳であった。高齢者に多い理由としては，一般に老人

あるものは除外する，と規定されており，われわれも　　の免疫反応が低下していることも大きな誘因と考えら

この定義にしたがった。症例1では，胃と直腸にそれ　　れているが，その解明は今後の課題と思われる。

それ癌が存在し，組織像で，胃癌はEP環細胞癌であり，　予後についてみると，1963～・966年の全国集計13）で

直腸癌は高分化腺癌であることから重複癌と判断した。　は，両癌ともに切除可能であった症例の5年生存率は，

症例2では，横行結腸と胃にそれぞれ癌が存在し，組　　47．7％であり比較的良好である。しかし，同時性重複

織像で，横行結腸癌は高分化腺癌であり，胃癌は乳頭　　癌では12．6％で，異時性重複癌の58．8％と比べると不

管状腺癌であり，さらに胃癌は圃有筋層までの癌であ　　良である。その理由としては，高齢者が短い期間に2

るため播種性転移は考え難く，重複癌と判断した。　　　圓の大きな手術を受けるために，免疫能の低下が癌再

　重複癌における各癌の出現間隔については・北畠　　惣こ，なんらかの影響を及ぼすものと考えられる。わ

ら2）の1年以上を異時性とし，それ未満を同時性とす　　れわれの症例は，いずれも切除し得た同時性重複癌で

るという報告があり，このように異時性か1司時性かを　　あり，1例は術後7年7ヵ月目になり・順調に経過し

区別するのにその発現間隔を1年とするものが多い。　　ているが，術後11ヵ月Nのほかの1例については，今

しかし，異時性と同時性の厳密な区別は困難であり，　　後なお厳重な経過観察が必要である。

臨床的に癌発見時期から判断しているのが現状である。　　本邦では，近年平均寿命の著しい延長がみられ，癌

われわれの症例1では，それぞれの癌が明らかになっ　　患者の数も増加する傾向にあるが，それにしたがい重

た間隔は約11ヵ月であり，症例2では，約2ヵ月であ　　複癌症例の報告も増加している。内容では・消化器癌，

ることから同時性重複癌と判断した。　　　　　　　　　とくに胃癌との組み合わせが多いことから・消化器系

　重複癌の発生頻度は，剖検例においては，悪性腫瘍　　の癌患者では，他臓器の癌の発生を充分念頭において，

全体の約2～5％といわれている1）一”3）が，臨床的には　　経過観察をする必要があると考えられる。とくに胃癌

それよりもやや少ないと思われる。重複の組み合わせ　　の早期発見，集団検診の普及とともに成績が向上し，

では，欧米では皮膚癌との重複例が多いという報告3）　　予後については一屑の向上が期待される。

があるが，本邦では，消イヒ糀と唖翻が多く7°％　　　　お籾に
を占めるといわれている4）5）。そのうち，胃癌との重複

例が圧倒的に多く，重複癌の42．5～70％を占めるとい　　　われわれは，消化管の同時性重複癌を2例経験し，

われている5）。われわれの2症例も，消化器の重複癌　　良好な手術成績を得たので，若干の文献的考察を加え

であり，かつ胃癌との組み合わせであった。胃癌につ　　て報告した。

いで，癌重複の多いのは，肺癌，甲状腺癌，食道癌，　　　木論文の要旨は，第60回信州外科集談会（1982年12

子宮癌，肝癌となっている5）8）。　　　　　　　　　　　月5日）において報告した。
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